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一．一 広報 

のこ八よびわら 
月 	25.619人 

女 	27. 353 人 

Iii: 	帯 	1 	14,491 

（昭和56年 1月lII現在）住民基本台帳 75 

親子 で タ 

「親子タコづくり教室」 が1月 9. 10の両日、市民

文化会館に小・中学生や保護者ら約 200人が参加して

行われ、伝統芸術のタコづくりに挑んでいました。 

市連合PTA（鶴谷禄郎会長）と市教育委員会の共

催で開いたもので、新聞紙を敷き詰めた会場では、毛

筆や絵筆を手にした親子連れが下絵から色塗り、骨組 

『臓か難弁ズジが開鴎電 1 
親子でタコつくり 	ぎブい＼ノ 

コ づ く り 

みの二上げ；で挑；しずれ劣らぬ出来こ意ン 
も喜んでいました。 

指導に当たった弘前中央高校の尾崎四桜教諭は、「な 

かなかスジがいい」 と語っていました。 

（写真=1月10日、市民文化会館で） 

~ 
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広報ごしょがわら 昭和56年（1981年） 2 月 1日（488号） ② （第 3 種郵便物認可） 

投票日は3月15日（日）です 

市
で
は
、
五
十
六
年
度

に
使
用
す
る
物
品

の
調
達

業
者
の
登
録
更
新
を
次
の

と
お
り
受
付
け
し
ま
す
。
 

市
役
所
、
西
北
中
央
病

院
、
給
食
セ
ン
タ

ー
＼
寺
、
 

市
の
施
ル呼
へ
の
物
品
納
人
 

を
希
望
さ
1
1る
業
者
は
、
 

登
録
手
続
き
を
し
て
ド
さ
 

ロ
受
付
期
間
 
．
月
．
.
 

日
か
ら
二
H
二
十
八
目
ま
 

昭
和
五
ト
六
年
度

に
市
が
発
注
す
る
E
 

事
の
人
札
に
参
加
を

希
望
す
る
建
設
業
者

は
、
次
の
要
領
で
手

続
き
を
し
て
ド
さ
い
。
 

ロ
受
付
期
間
 

月
ニ
ト
八
目
ま
で
‘
 

ロ
提
出
書
類
 

①
建
設

ー
事
人
札

参
加
資
格
審
査
中
請

書
（
建
設
省
統
．
様
 

r
 

で
 ロ

受
付
場
所
 
市
財
政

課

（
本乃
四
階
）
 

日
提
出
書
類
 
業
者
登

録
中
請
書
、
納
税
証
明
書

帝
晃
圭証
明
書
各
一
部

（
登
 

録
巾
請
用
紙
は
財
政
課
に

あ
り
ま
り
）
 

な
お
、
詳
し
く
は
財
政

課
（
廿
⑩
二
．

一
一
番

・

内
線
一
．
六
番
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
ド
さ
い
。
 

式
 
②
建
設
業
許
可
証

明
書
了
③
主
要
取
引
金

融
機
関
名
了
④
納
税
証

明
書
、
（
国
税
、
県
税
、
 

市
税
）
⑤
印
鑑
証
明
書

⑥
建
設
業
退
職
金
共
済

組
合
加
入
証
明
書
了
⑦

技
術
者
名
簿
、
（
⑧
）
建
設

機
械
2
3具
名
及
び
数
量

ロ
提
出
先
 

巾
建
設
課
庶
務
係
、
 

B
3
5
 

番

・

内
線
」
 
八
番
一
 

指名競争入札業者を受付 

納
入
業
者
の
登
録
を
受
付
け
 

昭
和
五
十
六
年
三
月
二
十
九

日
任
期
満
了
に
伴
う
五
所
川
原

市
長
選
挙
は
、
三
月
五
日
告
示
 ・

三
月
十
五
日
投
票
日
と
な
り

ま
し
た
。
 

ロ
投
票
所
入
場
券
は
配
布
し

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
他
市
町

村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
は
、
と

く
に
ご
注
意
下
さ

い
。
 

ロ
投
票
で
き
る
方
 

（
公
選

法
第
十
一
条
第
一
項
及
び
第
一
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
選
挙
権
を

有
し
な
い
方
を
除
く
）
 

※
年
齢
要
件
 
昭
和
三
十
六

年
三
月
十
六
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
 

※
住
所
要
件
 
昭
和
五
十
五

年
十
二
月
三
日
ま
で
に
五
所
川

原
市
の
住
民
基
本
台
帳
へ
登
録

の
届
け
出
を
し
、
引
き
続
き
居

住
し
て
い
る
方
 

※
市
内
転
居
者
 
昭
和
五
十

六
年
一
月
二
十
八
日
以
降
の
市
 
 

内
転
居
者
は
、
前
の
住
所
地
で

投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
 

昭
和
五
十
五
年
九
月
一
日
現
在

で
当
市
に
住
所
を
有
す
る
満
一
一

十
歳
以
上
の
方
で
、
当
市
の
住

民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
か

ら
引
き
続
き
三
カ
月
以
上
当
市

の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
い
る
方
は
す
べ
て
選
挙
人
名

簿
に
登
録
を
し
ま
し
た
（
定
時

登
録
）
。し
か
し
、
今
回
市
長
選

挙
が
行
わ
れ
る
た
め
、
右
の
年

齢
要
件
、
住
所
要
件
に
該
当
す

る
方
を
新
た
に
選
挙
人
名
簿
に

登
録
し
ま
す
（
選
挙
時
登
録
）
。
 

登
録
基
準
日
は
三
月
三
日
で
、
 

登
録
日
は
三
月
四
日
で
す
。
 そ

し
て
こ
れ
ら
の
名
簿
を
次
の
よ

う
に
縦
覧
に
供
し
ま
す
。
 

ロ
選
挙
人
名
簿
縦
覧
期
間

・

場
所
 

期
間
 
昭
和
五
十
六
年
三
月
 
 

五
日
か
ら
三
月
七
日
ま
で
の
」
一

日
間
 

場
所
 
市
庁
舎
四
階
、
選
挙

管
理
委
員
会
 

（
時
間
は
、
毎
日
午
前
八
時
」
一

十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
）
 

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お

い
で

下
さ
い
。
 と
く
に
転
入
さ
れ
た

方
は
確
認
し
て
下
さ
い
。
 

ロ
不
在
者
投
票
 

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
 

選
挙
権
の
あ
る
方
で
、
次
の
よ

う
な
事
情
で
投
票
日
当
日
に
投

票
で
き
な
い
方
は
、
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。
印
鑑
を
持
参

の
う
え
、
左
記
の
期
間
内
に
産

経
会
館
四
階
会
議
室
に
お

い
で

下
さ
い
。
 

①
投
票
当
日
、
出
張
や
出
稼

ぎ
な
ど
止
む
を
得
な
い
用
務
で

自
分
の
属
す
る
投
票
区
の
区
域

外
に
出
る
方
、
ま
た
は
す
で
に

出
て
い
る
方
で
、
当
日
投
票
が

で
き
な
い
方
 

②
病
院
等
に
入
院
中
、
ま
た

は
入
院
予
定
の
方
、
出
産
予
定

の
方
で
当
日
投
票
で
き
な
い
方

ロ
不
在
者
投
票
の
期
間
及
び

時
間
 

昭
和
五
十
六
年
三
月
五
日
か

ら
選
挙
期
日
の
前
日

（
三
月
十

四
日
）
ま
で
、
毎
日
午
前
八
時

二
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で

す
。
な
お
、
市
外
に
出
張
や
出

稼
ぎ
な
ど
で
出
る
方
、
ま
た
は

出
て
い
る
方
は
、
不
在
者
投
票
 

【
 

r
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棚
朋
圏
楓
」
選
圏春
ー
 

胆
刷
幽
圏
川
 

現
職
の
議
員
は
も
ち
ろ
ん
、
 

候
補
者
や
立
候
補
の
意
思
の
あ

る
人
が
、
選
挙
区
内
の
人
に
す

る
寄
付
は
、
親
族
に
対
す
る
場

合
な
ど
特
別
な
ケ
ー
ス
を
除
い

て
、
い
か
な
る
名
義
で
あ
ろ
う

と
も
、
い
っ
さ
い
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

ま
た
、
わ
た
し
た
ち
有
権
者

も
、
寄
付
を
求
め
た
り
、
受
け

取
っ
た
り
し
て
は
い
け
な
い
の

で
、
十
分
注
意
し
ま
し
よ
う
。
 

こ
の
「
寄
付
の
禁
止
」
は
、
 

選
挙
に
関
す
る
も
の
と
否
と
を

問
わ
ず
、
日
常
の
あ
ら
ゆ
る
場

合
に

つ
い
て
あ
て
は
ま
り
ま
す
。
 

こ
こ
で
い
う
 
「
寄付
」
 
と
は
、
 

お
金
や
品
物
を
贈
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、
財
産
上
の
利
益
を
提

供
し
た
り
、
約
束
す
る
場
合
も

含
ま
れ
ま
す
。
 

具
体
的
な
例
を
あ
げ
る
と
、
 

次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
 

＠
お
中
元
や
お
歳
暮
、
出
産
 

・

入
学

・
卒
業
、
開
店
な
ど
の

祝
い
を
贈
る
こ
と
 

＠
お
葬
式
の
際
、
香
典
や
花

輪
な
ど
を
出
す
こ
と
 

O
祭
り
ゃ
催
し
物
に
お
金
や

酒
な
ど
を
提
供
す
る
こ
と

〇
団
体
旅
行
な
ど
に
寄
付
す

る
●
」
・
ど
 

贈
ら
な
い
、
求
め
な

い
、
受

け
取
ら
な
い
、

の
“
三
な
い
運

動
”
で
 
「
き
れ
い
な
選
挙
」
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

贈らない、求めない、受け取らない 

召和56年合同除厄祈願祭、 
也
事
故
 

移
動

・
巡
回
相
 

一H
は
次
の
H
程
で
開
設
さ
れ
ま
す
 

」
」利
用
ト
さ
い
。
 

ロ
と
 
き
 
二
月
ト
二
H

（木
）
、二
十
五
日
（
水
）
、
 

午
前
ト
時
か
ら
午
後
二
時
ニ
ト
分
ま
で
 

旧
中
央
公
民
館
 

県
交
通
事
故
相
談
所
 

市

・
市
民
相
談
室
 

ロ対象者 男 昭和15年 4 H 2Il～昭和16年 4 H 

1 H生まれの方 

女 昭和24年 4 月 2 ひ～昭和25年 4 H 

III生まれの力 

ロと き 2 月21U (I:）午後 1時から 

ロところ 市内・鎌谷町 中央公民館 

口会 	費 男=8, 000! '1 女==7,000円 

口受付期限 2 月 4 IIまで 

ロ申込先 会費を添えて近くの実行委員、または

市教育委員会時田武則、財政課小野幸

郎、長尾 'Jr丁子、会計課三 I・しげ子まで

昭和56年除厄祈願祭実行委員会 

ロ
と
こ
ろ
 

候補者などの寄付は全面禁止 

市長選挙の きれいな選挙は 

“三ない運動”から 

や候補者などに 
お祭りの寄付など金品を求め 
ることも禁じられでいます。 

の
請
求
を
し
て
下
さ
い
。
告
示

後
に
不
在
者
投
票
を
請
求
し
て

も
投
票
日
ま
で
に
間
に
合
わ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
早
目

に
請
求
し
て
下
さ

い
。（郵
便
、
 

ま
た
は
直
接
選
挙
管
理
委
員
会

へ
）
 

ロ
身
体
の
不
自
由
な
方
 

身
体
障
害
者
で
、

郵
便
に
よ

る
不
在
者
投
票
を
す
る
方
は
、
 

遅
く
と
も
投
票
日
の
四

日
前
ま

で
に
、
郵
便
投
票
証
明
書
及
び

請
求
書
用
紙
を
請
求
し
て
下
さ

い
。
 こ
の
場
合
、
請
求
書
等
に

氏
名
を
自
書
し
、
押
印
し
て
下

さ
い
。
 

ロ
投
票
区
内
の
字
名
の
変
更

に
つ
い
て
 

昭
和
五
十
五
年
七
月
十
五
日

に
新
宮
団
地
一
帯
の
字
名
の
変

更
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
 
 

の
投
票
で
は
す
べ
て
従
前
ど
お

り
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

若
葉
一
丁
目

一
番
、
二
番
七
 

の

七
の
十
一
、
七
の
十
二
、
 

三
番
、
若
葉
二
丁
目
一
番
、
三
 

の

六
の
三
、
六
の
四
、
六

の
六
、
六
の
七
、
十
五
、
若
葉

三
丁
目
一
、
十
三
番
の
方
は
、
 

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
 
『五
所
川

原
小
学
校
』
で
投
票
し
て
下
さ

い
。
 

若
葉
三
丁
目
十
二
番
の
方
は
、
 

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
 
『コ
ミ
ユ
 

1
 

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
中
川
』
 
で投

票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
ほ
か
の
方
は
「
森
の
家
』
で

投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
注

意
し
て
下
さ
い
。
 

選
挙
に

つ
い
て
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
選

挙
管
理
委
員
会

（
廿
⑩
一
一
 

一
番

・
内
線
三
二
七
ー
三
二
九

番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

明
る
く
正
し

い
選
挙
を
推
進

し
ま
し
ょ
う
ガ
 

治事や候補者などが 
お中元や寄付など金品を噌る 
ことはルール違反です‘ 

~ 

政治家や候網者などから 
祝儀やせん別など金品を受け 
とってはいけません． 

‘らない・求めない・畳けとら“、、 

選挙の時にかぎらず、日ごろからみんシで 
「きれいな選挙」を心力叶ま L」つ。 
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ロ
と
 
き
 

一
一月
十

一
日
（
 

祭
日
）
午
前
九
時
、
市
民
文
化

会
館
前
で
受
け
付
け
 

ロ
と
こ
ろ
 
岩
木
川
堤
防
一

帯
（
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
）
 

ロ
申
し
込
み
締
切
り
 
二
月

九
日
（
月
）
 

ロ
申
し
込
み
先
 
市
教
育
委
 

ロ
ニ
月
八
日
（
日
）
 

▽
雪
上
カ
ル
タ
大
会
 

U
午
後
一
時
 
市
庁
舎
前
 

・

お
祭
り
広
場
〇
参
加
資

格
 
市
内
の
子
供
会

又
ス
グ
リ
回
し
大
会

〇
午
後
一
時
 
市
庁
舎
前
 

・

お
祭
り
広
場
〇
参
加
資

格
 
市
内
の
子
供
会
 

▽
タ
コ
あ
げ
大
会
 
〇
 

‘
十後
一
時
 
北
斗
グ
ラ
ウ

／
ド
〇
参
加
資
格
 
西
北

五
の
在
住
者
①
小
学
校
の

部
回
弔
学
校
の
部
③
高
校

一
般
の
部
 

ロ
ニ
月
十
一
日

（祭
日
）
 

▽
歌
謡
・
民
謡
・
民
謡
手
踊

り
コ
ン
ク
ー
ル
 
〇
午
前
九
時

三
十
分
 
市
民
文
化
会
館
〇
参

加
資
格
 
西
北
五
の
在
住
者
 

歩
く
ス
キ
ー
の
集
い
参
加
者
募
集
 

▽
雪
像
コ
ン

ク
ー
ル
 
〇
市
 

内
一
円
〇
題
材
 

・

大
き
さ
は
自
 

由
 ロ

お
間
い
合
わ
せ
先
 

市
商
工
観
光
課

（b
⑩
二
 

一
一
番
・
内
線
二
五
九
番
）
 

主
催
 
市

・
観
光
協
会
 

貝
会
・
保
健
体
育
課
 

費
叫

九
一
番
〕
 

ロ
募
集
人
員
 

ス
キ
ー
の
貸

し
出
し
を
行
い
ま
す
の
で
、
児

童
・
生
徒
、
 一
般
と
も
そ
れ
ぞ

れ
先
着
五
十
人
で
締
切
り
ま
す
。
 

参
加
者
全
員
に
記
念
品
を
差

し
上
げ
ま
す
。
 

（第3種郵便物認可） 	 広報ご 

「スキー教室」を開催 

市勤労青少年ホームでは、勤労青少年を対象にスキ 

ー教室を開催します。ふるってご参加下さい。 

=＝初心者歓迎一 

ロと き 2 月15日旧） 

ロところ 中津軽郡岩木町スキー場 

ロ参加料 1人 500円 

昼食には、豚汁を用意しておりますが、各 

自おにぎりを持参して下さい。 

ロ申し込み締切り 2 月13日までに市勤労青少年ホー 

ムまで申し込んで下さい。 

ロ集 合 市勤労青少年ホーム前 

（午前8時30分出発） 

v  ロ5と 通 市マイクロバスと貸切バスを利用します。 

ロお間い合わせ 市勤労青少年ホーム 

(廿⑩3 6 0 2 番） 

室内レクリェーション 

（トランプ大会） 

市勤労青少年ホームでは、ホーム利用者の会主催に 

よる、室内レクリエ ション（トランプ大会）を開き 

ますので、ご参加下さい。 

ロと き 2 月6 日（劃午後 7時 

ロところ 勤労青少年ホーム 

ロ対象者 15歳～30歳までの勤労青少年 

口会 費 I人 500円 

口賞 品 優勝杯、参加賞 

口申し込み先 会費を添えて市勤労青少年ホームまで 

~ 
	

申し込んで下さい。 

気でお悩みの方入乙 
等の相談に応じ、その解決を丁助けするため、次 

の方を 行政相談委員」に委嘱しておりま I 	、 

行政相談委員 坂 本 甚 作（か35 3048番） 

成 	田 	栄 一（丑34 30 28番） 

相談は、無料で目頭、電話、 F紙のい fれの方

法でtJ よく、相談を受けた行政相談委員は、秘密

を守り親身にお世話することになっていま十。 

相談の内容は、役所の仕事に関」ることであれ

ば何でtJ よく、例えば、恩給、年金、登記、国税、 

保険、生活保護、環境衛生、農地、郵便、道路、 

交通、その他 泊生許認可等が対象になります。 

参 分
ト か
さ ら 

＼
い
か学
級
を開
設
ー
 

丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み
育
て
る
た
め
、
ま
た
安
心
し

て
お
産
の
準
備
が
で
き
る
よ
う
、
五
所
川
原
保
健
所
で
は

次
の
日
程
で

「
母親
学
級
」
を
開
き
ま
す
「
。ぜ
ひ
ご
出
席

ド
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
‘
月
 
ト
五
目
 
水
ー
 フ
 
マ
「
妊
娠
の
よ

ろ
一
」
び」
 

月
ー
 
H
 
水
二
r
 
マ
「
出
産
」
 

月
ニ
ト
九
目
 
水
」
テ
ー
マ
「
赤
ち
ゃ
ん

の
保
育
」
 

ロ
受
付
時
間
及
び
場
所
 

い
ず
1
1も
午
後
零
時
四
ト
五
 

し、 	IL 
G 所
川 
原 
保 
健 
げ「 

母 
了 
健 
康 
丁 
帳 
を 

持 
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》
 」
 

?
'
 

I~一一 

交運災害井済に 

家薦そろってカUスしましよう 

ご
家
族
の

安
心
を

ノ
 

現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
 

3
月
3
1日
で
共
済
期
間
が
満

期
に
な
り
ま
す
か
ら
早
め
に

市
町
村
役
場
へ
申
し
込
ん
で

下
さ
い
。
ま
だ
加
入
さ
れ
て

い
な
い
方
も
ぜ
ひ
ご
家
族
そ

ろ
っ
て
加
入
さ
れ
る
よ
う
お

す
す
め
し
ま
す
。
 

●共済見舞金の請求手お、 

会員で万一交通事故にあわれたら、次の書類を添 

えて市町村役場へ請求して下さい。 

1，自動車安全運転センター発行の交通事故証明書 

2 ．医師の診断書（所定の診断書用紙は市町村役場 

にあります） 

3 ．会員証 

4 ．印鑑 

一 般（年間） 350円 

学童団体（年間） 300円 

（学校などでとりまとめたもの） 

I
 

!
 

乙無力呆 i1 されます入 
料はもちろん、家族の分も「社会保険料控除」の

扱いを受け、全額が前年の所得から差し引かれ課 

‘ 税の対象になりません。 

l 得税の確疋申告の際には、昭相55年中に納めた匡l 

民年金保険料の控除の手続きをお忘れにならなし、 

ようにしてドさし、。 

なお、昭和55年 6 1130Eはで実施された持例納

付の保険料もIri】様で中（領収証をご提ポドさい） 

また、市・県民税の巾告も同様です 	 ‘ 

＼、、一一ー一 国民年金の保讐ノ 

、
 

赤

い
旗
か
標
識
を
掲
げ

て
い
ま

す
。
 

消
火
せ
ん

・
貯
水
槽
の
除
雪

は
、
旧
市
内
で

は
消
防

署
員
、
 

新
市
内
で

は
消
防
団

員
が
当
た

っ
て
お
り
ま
す
。
 

し
か
し
、

昼
夜
を
た
が
わ
ず

降
り
続
く
雪
で
、

半
日
ほ
ど

で

埋
ま
っ

て
し
ま
い
、

懸
命

の
巡

回
作
業

に
も
か
か
わ

ら
ず
、

除

雪
が
追
い

つ
け
な
い

現
状
に
あ

り
ま
す
。
 

万
一

の
火
災
に
備
え
、
消
火

せ
ん
・
貯
水
槽
は
常

時
使
え
る

状
態
が

必
要
で
あ
り
、

そ
の
た

め
に
は

地
域
住
民
の

協
力
が
ど

う
し
て
も
必
要
で
す
。
 

消
火
せ
ん
・
貯
水
槽
の
除
雪
に
ご
協
力
を
 

あ
な
た
の
家

庭
に
お

け
る
、
 

冬
の
防
火
対
策

は
い
か
が

で
す

か
。
 

と
こ
ろ
で
、
 
一
月
に
入
っ

て

連
日

の
よ
う
に
降
り
続

く
雪
で
、
 

消
火
せ
ん

・
貯
水
槽
が

す
ぐ
埋

ま
っ

て
し
ま
い
、

除
雪
が
追
い

つ
け
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
 

消
火
せ
ん

・
貯
水
槽
の
近
く

に
お
ら
れ
る
方

々
は
、
気
が

つ

か
れ
ま
し
た
ら
協
力
を

お
願
い

し
ま
す
。
 

市
内
に

は
現
在
、

消
火
せ
ん

が
二
百
二
十

ニ
カ
所
、
貯
水
槽

が
百
十
五
カ

所
あ
り
、

目
印
に
 

×納
め
ま
し
た
か
？
ノ
 

国
民
年
金
の
保
険
料
 

国
民
年
金

の
保
険
料
を

ま
だ
納
め
て
い

な
い
人
は
あ
n
 

ま
せ
ん
か
。
 

昭
和
九
ト

h
年
度
の
四

期
分
 

・
 

・
 
H
分
 

の

保
険
料

の
納
期
は
、
 

H
二
十
八
目
ま
で
と
な
？

て
名
り

ま
す
。
 

国
民
年
金

に
加
人
し
て

い
て
も
保
険
料
を

納
め
て
い
ま

せ
ん
と
、
万

1
け
が
を
し
た
り
、

ご
ー
人
が

亡
く
な
ら

れ

た
時
な
ど

に
障
害
年

金
、

母
子
年
金

な
ど
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
し
、
老
齢
平
金
も
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
 

」
Eた
巨

I●さ
×
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（昭和56年度） 

、
「
「
  

曜
日
 
地
 
区
 

相談会場 対 象 区 域 

3月 2 日 卿
  長
 
橋
 

長橋支所 
若山、石田坂、戸沢、 

松野木、福岡 

3日 因 長橋支所 浅井、福山、豊成 

4 日 (*) 梅沢支所 梅田 

5 日 困 
梅 沢 

梅沢支所 梅田、中泉 

6日 団 毘滑別学校 毘沙門 

9日 （月） 
毘沙門 

踏」f羽嘩較 長富 

10日 因
  

市 	民 

文化会館 

寺町、川端町、小曲、 

田川、長橋橋元、若葉

新宮町、新宮（全部） 

叩
  

困
  

市 	民 

文化会館 

新町、柳町、湊、湊団

地、栄町、田町、八重

菊、不魚住、錦町 

12日 困
 
本
 
庁
 

市 	民 

文化会館 

下平井町、幾世森、柏

原町、鎌谷町、一ッ谷

鳥森、下り枝、弥生町

布屋町 

舶
  

金
  

市 	民 

文化会館 

末広町、上平井町、中

平井町、元町、蓮沼、 

平和町、旭町、雛田、 

敷島町 

16日 卿
  

市 	民 

文化会館 

川端町、岩木町、芭蕉

東町、本町、大町 

ト
現
金
を
手
渡
す
神
会
長
（
左
）
 

●

募
金
を
託
す
青
年
部
員
（
右
）
 

交
通
遺
児

に
と
四

万
三
千
余
円
寄
託
 

敷
島
町
青
年
部

敷
島
町
青
年
部
（
原
良
造
部

長

・
部
員
三
十
五
人
）
は
一
月

九
日
、
交
通
遺
児
対
策
事
業

に

役
立
て
て
下
さ
い
と
、
四
万
」
一

千
四
百
四
十
五
円
を
市
社
会
福

祉
協
議
会
に
託
し
ま
し
た
。
 

部
員
た
ち
が
ジ
ャ
ン
ボ
鏡
モ

チ
を
神
社
に
奉
納
、
町
内
に
護

符
と
し
て
配
っ
た
際
、
募
金
を

呼
び
か
け
た
も
の
で
す
。
 

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
で

も
善
銀
に
十
万
円
 

五
所
川
原
ラ
不
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ

（神
勝
栄
会
長
）
は
一
月
十

四
日
、
善
意
銀
行
五
所
川
原
支

店
に
十
万
円
を
預
託
し
ま
し
た
。
 

新
年
例
会
の
席
上
、
神
会
長

が
寺
田
市
長
に
託
し
ま
し
た
。
 

年
金
め
は
声
レ
珂
 

受付時問 いずれも午前 9時から午後 3時までです。 

わ
が
国
に
公
的
年
金
制
度

が
登
場
し
た
の
は
、
明
治
初

期
の
軍
人
恩
給
か
ら
で
、
す

で
に

一
世
紀
を
過
ぎ
、
 一
番

新
し
い
国
民
年
金
制
度
が
昭

和
三
十
四
年
四
月
に
発
足
し
、
 

国
民
皆
年
金
時
代
に
入
っ
て

か
ら
今
年
で
二
十
三
年
目
と

な
り
ま
す
が
、
今
日
ほ
ど
国

民
の
年
金
に
対
す
る
期
待
と

関
心
が
高
ま
っ
た
時
は
な
い

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
 

こ
れ
は
、
急
速
、
確
実
に
 
 

進
行
し
て
い
る
人
口
の
高
齢

化
と
、
戦
後
に
お
け
る
家
族

制
度
の
崩
壊
に
よ
り
、
家
族

の
扶
養
に
全
面
的
に
よ
り
か

か
れ
な
い
国
民
の
生
活
パ
タ
 

ー
ン
の
変
化
に
よ
り
、
と
り

わ
け
老
後
の
所
得
保
障
と
し

て
の
年
金
の
役
割
が
ま
す
ま

す
そ
の
重
要
性
を
増
し
て
き

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

公
的
年
金
の
各
制
度
を
全

部
合
計
す
る
と
、
現
在
、
加

入
者
数
は
五
、
八
〇
〇
万
人
 
 

に
達
し
、
年
金
受
給
者
数
は

一
、
五
〇
〇
万
人
を
超
え
て

い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
、
国

民
年
金
は
加
入
者
数
二
、
七

八
五
万
人
、
年
金
受
給
者
は

拠
出
年
金
五
六
九
万
人
、
福

祉
年
金
四
三
六
万
人
の
合
わ

せ
て
一
、
〇
〇
五
万
人
と
最

も
多
く
、
そ
の
合
計
数
は
三
、
 

七
九
〇
万
人
で
、
わ
が
国
人

口
の
三
分
の
ー
を
上
回
る
人

々
が
、
国
民
年
金
と
か
か
わ

り
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
な

り
、
国
民
年
金
制
度
が
国
民

の
暮
ら
し
に
深
く
結
び
つ
い

て
い
る
の
で
す
。
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郵便料金 

1 月20日から改定 

封書が60円、はがきが30円（ 4 月から如円）です。 

郵便料金（改定）内容 

その他、詳しいことは郵便局におたずね下さい。なお料金表を差

し上げておりますのでご利用下さい。 

区 種 新 料 金 I日料金 

一 種 

定形封書（25グラムまで） 

定形外封書（100グラムまで） 

郵便書簡 

60円 

120円 

50円 

50円 

100円 

50円 

二 種 は が き 
30円 

(4月から如円） 
20円 

三 種 
日刊新聞 

50グラム増すごとに 

40円 

5円 

25円 

4 円 

書 留 料 
賠償額1万円まで 

簡易書留 

350円 

250円 

300円 

200円 

速 達 料 
通常 250グラムまで 

小包 	2 キロまで 

200円 

300円 

150円 

250円 

七
人
増
、
中
学
生
で
は
、
五
十
 

増
加
し
て
お
り
ま
す
。
 

四
年
に
七
十
八
人
、
五
十
五
年
 

に
六
十
八
人
で
十
人
減
、
高
校
 
も
っ

と
子
ど
も
を
知
ろ
う
 

生
で
は
、
五
十
四
年
に
三
十
人
、
 
知
ら
ぬ
は
親
・
お
と
な
ば
か
り
 

五
十
五
年
に
七
十
二
人
で
四
十
 

家
、
付
み
匪
け
に
ノ

要
 

注
 
立
届
）
 

っ
た
』
『
ス
リ
ル
さ
え
感
じ
た
』
 

『ま
っ
た
く
悪
い
と
は
思
わ
な

か
っ
た
』
な
ど
、
罪
悪
感
を
持

た
な
い
子
ど
も
た
ち
が
六
〇
％

も
お
り
ま
す
。
 

お
金
を
も
っ
て
い
な
が
ら
『
 

そ
の
場
で
急
に
欲
し
く
な
っ
て
 

』
こ
れ
が
万
引
を
し
た
子
ど
も

た
ち
の
動
機
の
第

一
番
目
で
す
。
 

万
引
を
し
た
と
き
の
反
省
の

気
持
ち
は
『
少
し
は
悪
い
と
思
 

五
所
川
原
警
察
署
管
内
の
昭

和
五
十
五
年
十
二

月
末
現
在
で

の
刑
法
犯
少
年
は
百
九
十
五
人

と
な
り
、
前
年
同
期
の
百
四
十

六
人
と
比
較
す
る
と
四
十
九
人

多
く
な

り
て
お
り
ま
す
。
 

そ
の
う
ち
、
九
七
％
の
百
九
 

神
山
ス
キ

ー
場
に
 

ロ
ー
プ

リ
 
フ
ト
 

市
で
は
、
市
民
の
要
望
に
応

え
、
神
山
ス
キ
ー
場
の
ス
ロ

ー
 

プ
の
拡
幅
、
山
小
屋
の
建
設
な

ど
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
 

こ
の
ほ
ど
、
モ
ー
タ
ー
操
作
に

よ
る
ロ
ー
プ
リ
フ
ト
が
完
成
し

ま
し
た
。
 

さ
き
に
県
と
市
が
協
力
し

て
冷
夏
・
冷
害
の
影
響
に
よ

る
中
小
企
業
者
の
経
営
安
定

を
は
か
る
た
め
、
特
別
融
資

制
度
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
 

資
金
需
要
が
多
か
っ
た
の
で
 

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
の
ス
キ
ー
 

等
に
ご
利
用
下
さ
い
。
 

教
材
用
に
力
セ
ッ
ト
 

レ
コ
ー
ダ

ー
を
寄
贈
 

阿
部
図
書
館
長

阿
部
二
郎
市
立
図
書
館
長
は

こ
の
ほ
ど
、
視
聴
覚
教
材
用
と

し
て
F
M

・
A
M
ス
テ
レ
オ
ラ

ジ
オ
カ
セ
ッ
ト
レ
コ
ー
ダ
ー
ー
 

式
を
同
館
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

第
二
次
分
を
受
け
付
け
し

て

お
り
ま
す
。
 

融
資
条
件
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
、
商
工
会
議
所
か
市
商

工
観
光
課
に
お
た
ず
ね
下
さ

い
。
 

防 ご う

青少年犯罪 

十
人
が
窃
盗
犯
で
あ
り
、
そ
の
 
二
人

増
、
そ
の
他
学
生
で
は
、
 

他
は
傷
害
犯
が
五
人
と
な
っ
て
 
五
十

四
年
に
五
人
、
五
十
五
年

お
り
ま
す
。
 

に
三
人
で
二
人
減
等
と
な
っ
て

窃
盗
犯
の
内
訳
は
、
小
学
生
 
お

り
ま
す
。
 

で
は
、
五
十
四
年
に
十
一
人
、
 

特
に
小
学
生
は
三

・
四
倍
、
 

五
十
五
年
に
三
十
八
人
で
一
一
十
 
高
校
生
は
二

・
四
倍
と
著
し
く
 

冬
休
み
明
け
の
二
月
、
三
月

に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
犯
罪
行

為
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
 

非
行
が
表
面
化
し
や
す
い
休

み
明
け
の
時
期
に
は
、
家
庭
、
 

学
校
、
商
店
、
地
域
住
民
が
力

を
合
わ
せ
、
子
ど
も
た
ち
を
非

行
か
ら
守
る
た
め
に
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

五
所
川
原
地
区
青
少
年
健
全

育
成
推
進
員
連
絡
協
議
会
 

五
所
川
原
市
少
年
補
導
セ
ン

タ
ー
 

第
ニ
次
特
別
融
資
制
度
の
ご
案
内
 



ロ
募
集
科
及
び
定
員
 
和

裁
科
十
五
人
、
洋
裁
科
十
五

人
 ロ

条
 
件
 
二
十
二
歳
以

下
の
女
子
、

ま
た
は
二
十
五

歳
未
満
の
男
子
。
学
歴
は
問

い
ま
せ
ん
（
，
一月
中
学
校
、
 

高
校
卒
業
見
込
み
者
を
優
先

し
ま
す
）
 

ロ
訓
練
期
間
 
ニ
力
年
（
 

午
後
六
時
か
ら
九
時
ま
で
）
 

ロ
受
付
け
 
二
月
二
十
日
 

ま
で
 

ロ
手
続
き
 
規
定
の
申
込
 

働
き
な
が
ら
学

ぶ
訓
練
生
募
集
 

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
当
校

へ
申
し
込
ん
で
下

さ
い
。
 

ロ
経
 
費
 
月
三
千
円
位
 

ロ
訓
練
方
法
 
普
通
学
科
、
 

専
門
学
科
、
基
本
実
技
、
応

用
実
技
 

ロ
訓
練
開
始
 
四
月
末
（
 

事
業
主
か
本
人
に
連
絡
し
ま

す
）
 

ロ
お
問
い
合
わ
せ
 

五
所
川
原
共
同
高
等
職
業

訓
練
校
（
廿
⑩
二
七
三
一
番
）
 

、
 
。
 

デ
・
 

ロ
年
齢
 
問
い

ま
せ
ん
 

ロ
入
学
願
書
受
付
け
 

二
月
十
二
日
（
木

）
ー
二
月
 

十
九
日
（
木
）

o
午
前
九
時

ー
 

午
後
四
時
（
土
曜

日
及
び
最
終
 

日
は
正
午
ま
で
）
 

ロ
学
力
検
査
及
び
面
接
 

三
月
十
三
日
（
金

）
八
時
半
 

か
」
ら
 

ロ
合
格
発
表
 
三

月
十
八
日
 

（
水
）
争
前
九
時
 

ロ
教
科
書
 
無
償
配
布
さ
れ
 

ま
す
。
 

ロ
修
学
奨
励
金
 
月
額
七
、
 

〇
〇
〇
円
が
貸
与
さ
れ
、
卒
業
 

す
る
と
返
還
は
免
除
と
な
り
ま
す

ロ
授
業
料
そ
の
他
の
納
付
金

月
額
三
、
四
〇
〇
円
 

詳
し
く
は
、
五
所
川
原
高
校
定

時
制

（
廿⑩
三
〇
七

三
番
）
ま

で
。
 県

農
業
青
年
大
学
 

の
受
講
生
を
募
る
 

ロ
受
講
資
格
 

十
八
歳
以
上
の
農
村
青
年
で

高
卒
、
ま
た
は
高
卒
と
同
等
の

学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る

方
。
 

ロ
募
集
人
員
 
七
十
人
 

ロ
研
修
期
間
 
ニ
力
年
 

ロ
研
修
内
容
 
合
宿
研
修
で
、
 

農
業
経
営
研
修
に
重
点
を
お
き
、
 

体
験
実
習
（
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
 

修
及
び
先
進
地
農
家
留
学
研
修
）
、
 

集
合
研
修
、
部
門
別
研
修
、
農

業
機
械
研
修
等
を
実
施
す
る
。
 

ロ
経
費
 
県
が
予
算
の
範
囲
 

内
で
支
給
す
る
い
 

ロ
募
集
期
限
 
二

月
十
五
日
 

ロ
願
書
提
出
先
 
五
所
川
原
 

地
区
農
業
改
良
普
及
所
 

ロ
選
考
 

口
頭
試
問
に
よ
り
 

行
う
が
、
そ
の
期
日
は
三
月
上

旬
の
予
定
で
す
。
 

ロ
修
了
等
 
修
了
者
に
は
修

了
証
書
を
授
与
し
、
各
種
制
度

資
金
の
借
り
入
れ
を
優
先
的
に

あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。
 

街
頭
献
血
の
ご
案
内
 

移
動
採
血
車

「
青
い
鳥
号
」
 

が
次
の
日
程
で
街
頭
献
血
を
行

い
ま
す
。
ご
協
力
下
さ
い
。
 

ロ
と
き

・
と
こ
ろ
 

⑥
二
月
十
九
日
（
木
）
 

〇
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
正

午
ま
で

（
市庁
舎
前
）
 

O
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三

時
ま
で
（広
田

・
木
村
石
油
前
）
 

五
高
定
時
制
の
生
徒
募
集
 

ロ
取
扱
期
間
  

一
月
か
ら
四
月

ま
で
 

ロ
融
資
限
度

円
以
内
 

ロ
利
 
率
 
年
八

・
八
％
 

ロ
使
 
途
 
学
校

へ
の
納
付
金
、
 

受
験
費
用
、
教
科
書
代
、
制
服

代
、
下
宿
の
敷
金
な
ど
進
学
に

必
要
な
資
金
 

ロ
返
済
方
法
 
お
子
様
の
修
学
 

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

弘
前
市
大
町
三
の
ー
の
一
八
 

（
廿
⑩
六
三
〇
三
番
）
 

な
お
、
銀
行

・
信
用
金
庫
・

信
用
組
合

・
農
協
・
漁
協

・
労

働
金
庫
で
も
取
扱
っ
て
お
り
ま

す
。
郵
貯
進
学
積
立
を
さ
れ
て

い
る
方
は
郵
便
局

へ
ご
相
談
下

さ
い
。
 

所
得
税
の
確
定
申
 

告
説
明
会
を
開
催
 

五
所
川
原
税
務
署
で
は
、
昭

和
五
十
五
年
分
所
得
税
の
確
定

申
告
説
明
会
を
左
記
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
 

ロ
と
 
き
  

二
月
六
日
午
前
 

十
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

ロ
対
象
者
 
管
内
全
商
工
業

者
（
青
色
申
告
者
を
除
く
）
 

確
定

申
告

納
税

相
談
も
 

五
所
川
原
税
務
署
で
は
、
昭

和
五
十
五
年
分
所
得
税
の
確
定
 

申
告
納
税
相
談
を
次
の
日
程
で

行
い
ま
す
。
 

西
北
五
の
離

・
転
職
者
（
出

稼
者
）
の
み
な
さ
ん
の
た
め
に
、
 

能
力
再
開
発
適
応
講
習
を
開
講

し
て
お
り
ま
す
。
 

ロ
講
習
種
目
 

①
事
務

・
販
売
系
 
事
務
の

基
礎
知
識
か
ら
記
帳
計
算
、
販

売
ま
で
 

②
機
械
・
金
属
系
 
機
械
の

基
礎
知
識
か
ら
板
金
、
塗
装
ま
 

ロ
と
 
き
 
三
月
四
日
（
水
）
 

ー
十
六
日

（月
）
午
前
九
時
 

ロ
と
こ
ろ
五
所
川
原
税
務
署
 

で
 ③

電
気
系
 
軽
微
な
修
理
か

ら
配
管
、
電
気
知
識
全
般
ま
で

④
土
木

・
建
設
系
 
型
ワ
ク
、
 

タ
イ
ル
張
り
、
溶
接
、
建
築
全

般
ま
で
 

⑤
縫
製
系
 
製
図
、
裁
断
、
 

仮
縫
い
、
仕
上
げ
、
検
査
作
業

ま
で
 

ロ
受
講
料

・
特
典
 

す
べ
て
無
料
で
す
。
必
要
に

応
じ
て
教
材
等
が
配
布
さ
れ
ま

す
。
特
典
と
し
て
、
講
習
を
受

け
た
日
一
日
に
つ
き
六
百
九
十

円
の
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

ロ
お
申
し
込
み
は
 

市

・
市
民
相
談
室

・
出
稼
対

策
係
（
廿
⑩
二
一
一

一
番
‘
内

線
二
八
〇
番
）
ま
で
 

五
所
川
原
総
合
職
業
訓
練
校
 

訂
 

正
 

月
十
五
日
発
行
の
市
広
報

六
面
の
記
事
中
、
「
津軽
鉄
道
で

は
十
万
円
」
寄
付
と
あ
る
の
は
、
 

津
鉄
観
光
開
の
誤
り
で
し
た
の

で
、
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
 

「国
の
進
学
ロ
ー
ン
」
の
ご案
内
 

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
高
校
 

年
限
以
内
の
元
利
均
等
月
賦
返
 

・

大
学
へ
進
学
さ
れ
る
お
子
様
 
済
 

を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
 
ロ

保
証
人
 

一
人
以
上
（
進
学

し
て
、
進
学
資
金
貸
付
の
利
用
 

保
証
基
金
利
用
の
場
合
は
不
要
）
 

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
左
記
 

一
世
帯
五
十
万
 

国
民
金
融
公
庫
弘
前
支
店
 

能
力
再

開
発
適
応
講

習
会
 

西
北
五
の
出
稼
者
が
対
象
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二
月
七
日
は
「
北
方
領
土
の
日
」
で
す
 

f
 

《
 
広
報
紙
の
早

期
配
布

に
こ
協
力
下
さ
い
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